
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

挿し込むと、気配がすーっと寄って来る 

回して開くと私に寄り添う黒い塊 

 

洗面所、鏡の中には私だけ 

向こうに居るのは冷たい顔した私だけ 

 

換気扇、消そうと開くと其処に居る 

ぱたんと閉めるとむぎゅっと挟まる黒い塊 

 

時々私は宿題する手が止まってしまう 

空いてるからって入らないでよ鞄の中 

 

衣服を解いて、身を清める、沈んでいるのはお見通し 

踏み付けないよう湯に浸かり、一緒に百まで数えよう 

 

敷いた私を差し置いて、支度する間に潜ってる 

欠伸で捲ると抜け出して、じーっと隣で寝ているの 

 

こっちの私は笑ってる 

黒い塊が居るから 

 

 

 

 

 

 

 

オシマイ 


